
ご
六

印

度

瓧

會

の

研

究

(
特
に
カ
ー

ス
ト
制
度

に
つ
い
て
)

稻

岡

順

雄

序

論

第

二
衣
大
戰

の
絡
結
と
同
時
に
完
全
な
る
夲
和
の
到
來
を
念
願
し゚
た
人

々
ば

一
九
五
〇
年
、
突
如

ア
ジ
ヤ
の

一
角

か
ら
の
砲
聲
に
再
び
過

去
數

グ
年
に
亘
る
悲
慘
な
戰
爭
の
慘
禍
を
想
起
し
慄
然
と
し
た
。
時
恰
も
こ
の
東
西
二
陣
營
の
爭
甦

の
仲
裁
者
と
し
て
、
華

々
し
く
國
際
政

ノ

局
の
舞
臺
に
登
場
し
た
の
が
、新
生
獨
立
國
家
と
し
て
誕
生
し
た
印
度

の
指
導
者
逹
で
あ

つ
た
。
「
印
度

の
地
形
が
心
臓
に
似
て
ゐ
る
ご
と
く

そ
の
重
要
さ
も
心
臓
に
似
て
ゐ
る
。
全
身

の
安
危
が
心
臓
に
か
エ
つ
て
ゐ
る
如
く
、
世
界
の
將
來
は
印
度

に
か
丶
つ
て
ゐ
る
。
」
と
云
は
れ

る
ご

と
く
、
世
界
の
甼
和
人
の
大
孚
は
か
く
の
如
き
過
大
の
評
價
と
期
待
を
印
度

と
そ
の
指
導
者

に
お
い
て
ゐ
る
。

特
に
現
代
印
度

の
指
導

者
の
中
に
働

い
る
ゐ
る
,太
古
以
來
の

「
和
」

の
精
神

の
徹
底
し
た
哲
理
を
生
ん
だ
故
瑠
と
し
て
の
印
度
を
、我

々
東

洋
人
に
と
つ
て
は
、
叉

我

々
自
身

の
み
が
繼
承
し
て
ゐ
る
こ
の
偉
大
な
る
遺
産
を
深
く
省
み
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
世
界
に
劉
す
る
我

々
の
義
務
で
あ
る
。

現
在
我
が
國
で
印
度

の
哲
學
宗
教
に
關
す
る
研
究
や
著
述
は
決
し
て
乏
し
く
な
く
、
叉
學
術
上
極
め
て
優
れ
た
業
績
が
存
す
る
。
特
に
佛

教
に
關
蓮
し
た
夫

々
の
立
場
か
ら
の
印
度
研
究
は
少
し
と
し
な
い
。
併
し
多
く
は
佛
教
發
生
當
時
の
或
は
せ
い
ぜ
い
そ
れ
以
後
數
百
年
間

の

歴
史
的
研
究

に
絡
始
し
、
佛
教
衰
頽
後
の
印
度
殊
に
現
代
の
印
度

の
瓧
會
歌
勢
と
そ
の
思
想
に
關
す
る
研
究
は
極
め
て
少
い
。



こ
の
小
論
に
お
い
て
は
現
代
印
度
思
想
を
培
ふ
地
盤
と
し
て
の
祗
會
に
關
し
て
そ
の
考
察
を
す

Σ
め
を
で
あ
ら
う
。
印
度
は
云
ふ
ま
で
も

な
く
、
地
理
的
、
民
族
的
に
、
叉
宗
教
的
、肚
會
的
に
極
め
て
複
雜
性

に
富
ん
で
ゐ
る
。
か
二
る
複
雜
性
は
良
き
意
味
に
お
い
て
よ
り
、寧
ろ

惡
し
き
意
味
に
お
い
て
、
現
代
印
度
に
有
形
無
形

の
不
幸
を
齎
し
て
ゐ
る
。
印
度

の
國
家
組
織
は
、
そ
の
外
的
勢
力

に
ょ
る
不
安
壓
迫
は
兎

も
角
、
そ
の
内
部
的
脆
弱
性
殊
に
そ
の
不
統

一
と
無
統
制
同

一
民
族
内
で
の
爭
剋
等
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
風
土
的
、
宗
教
的
、
瓧
會
的
、

或
は
長
期
に
亘
る
英
國
政
府
の
搾
取
等
其
他
種

々
數

へ
ら
れ
る
が
そ
の
入
口
と
面
積
と
が
近
代
國
家
と
し
て
の
統

一
的
活
動
を
な
さ
し
む
べ

き
遖
正
限
度
を
超

へ
て
餘
り
に
尨
大
且
複
雜
で
あ
る
事
も
有
力
な
る
原
因
の

一
を
な
し
て
ゐ
る
。
丁
度
同

一
條
件
下
に
長
年
月
呻
吟
し
た
申

國
と
同
樣
、
印
度
に
於
て
も
約
三
億
五
千
萬
人
と
云
ふ
莫
大
な
人
口
數
は
そ
の
佳
民

の
種
族
的
、
言
語
的
、
宗
教
的

の
種

々
雜
多
性
と
相
俟

つ
て
異
質
化
さ
れ
、
釜
々
複
雜
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
過
去
數
千
年
に
わ
た
る
異
民
族

の
侵
入
に
よ
る
民
族
的
雜
多
性
は
そ
の
風
土
の
脅
威

的
威
力
と
共
に
彼
等
σ
民
族
性
を
し
て
何
れ
の
他
民
族
よ
り
も
、
宗
教
的
に
、
張
力
且
多
樣

に
し
て
ゐ
る
。
實
に
印
度
は
宗
歡

に
維
持
さ
れ

る
反
面
、
宗
教
に
よ

つ
て
、
却

つ
て
そ
の
勢
力
を
減
退
せ
し
め
ら
れ
た
事
實
を
常
に
證
明
し
て
ゐ
る
。
現
在
印
度
に
行
は
れ
て
ゐ
る
宗
教
は

所
謂

印
度
教
を
主
と
し
て
回
教
、
佛
教
、
ジ

ャ
イ
ナ
教
、

シ
ク
教
、
拜
火
教
、
基
督
教
、

ユ
ダ
ヤ
歡
、
原
始
宗
教
等
實
に
多
種
多
樣
で
あ
る
。

こ
の
中
、
印
度
教
は
統
計
的
に
は
、
印
度
總
人
口
の
六
八
パ
ー
ゼ
ン
ト
を
占
め
他
の

一
切

の
宗
教
を
壓
し
て
絶
大
な
勢
力
を
振
ひ
、
而
も
最

も
よ
く
印
度
的
性
格
を
代

表
し
て
ゐ
る
。
然
し
印
度
教
は
他

の
諸
宗
教
に
見
ら
れ
る
ご
と
き
偉
大
な
る
聖
者
を
そ
の
開
組
に
仰
ぐ
、
歴
史
的

創
唱
宗
教
で
は
な
く
、
文
字

通
り

「
印
度
人
の
宗
教
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
遠
く
リ
グ

・
ヴ

エ
ー
ダ
の
時
代
か
ら
傳
は
る
ア
ー
リ
ヤ
人
の
素
朴

な
自
然
的
宗
教
思
想
を
内
臓
し
、
更
に
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
時
代

の
祭
式
萬
饂
、
バ
ラ
モ
ン
獨
善

の
傾
向
を
包
含
し
、
更

に
叉
、
佛
教
ジ
ャ
ィ
ナ

教
等

の
革
新
的
思
想
を
も
そ
の
中
に
融
合
し
て
、
成
長
し
て
來
た
宗
教
で
あ
り
、
如
何
な
る
時
代
、
如
何
な
る
人
格

に
よ
り
成
立
せ
し
め
ら

れ
た
か
の
根
跡
を
全
く
と
ゴ
め
ぎ
る
純
粹
民
族
的
所
産
と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。釋
曾

の
佛
教
が
そ
の
支
配
力
を
完
全
に
喪
失
し
た
現
在
、

印
度
教
は
印
度
人
に
絶
大
な
る
權
威
を
も
つ
て
、
彼
等

の
生
活
と
思
想
を
制
約
し
て
ゐ
る
。
或
印
度
人
の
學
者
は

「
印
度
教
は
思
想
上
の

一

印
度
社
会
の
研
究

二
七



二
八

形
式

と
蓉
ふ
よ
り
寧
ろ
生
活

の
方
法
で
あ
る
。
印
度
教
は
思
想
上
、
自
由
を
與

へ
る
が
實
踐
行
動
に
於
て
は
嚴
格
な

る
慣
習
を
強
制
す
る
。
」

と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
實

に
印
度
瓧
會
は
印
度
歡
と
云
ふ
宗
歡
を
基
盤
に
し
た
、
獨
特
の
宗
歡
的
瓧
會
制
度
で
あ
り
、

叉
そ
の
爲
に
印
度
に
は

歴
史

が
な
い
、
印
度
人
は

一
人
の
歴
史
家
を
も
有

せ
ず
と
云
は
れ
,る
所
以
で
あ
り
、
叉
寧
ろ
か
Σ
る
事
實
が
、

こ
の
印
度
と
云
う
國

の
精
瀞

的
動

向
や
政
治
的
邂
命
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

「
、

カ

ー

ス

ト

の

實

際

か
く
印
度
教
に
よ
り
制
約
さ
れ
た
瓧
會
は
互
に
階
暦
的

(h
iera
rch
isc
h
)

に
配
置
さ
れ
た

、多
數
の
分
立
的
封
鎖
的
肚
會
よ
り
な
る
。

こ
の
集
團
を
特
に
カ
ー
ス
ト

(C
a
ste
,
K
　.st)

と
稱
し
、
印
度
瓧
會
の
特
異
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
多
く
の
學
者
の
興
味
を
惹
い
て
ゐ
る
が
、

　　

こ
の
全
體
瓧
會
の
單
位
は
從

つ
て
、
個
人
や
家
族
で
も
な
く
、
寧
ろ
カ
ー
ス
ト
叉
は
副
力
ー
ス
ト
で
あ
る
。

印
度

の
カ
ー
ス
ト
は
國
内
全
體
に
廣
く
普
遍
し
て
ゐ
る
が
、
叉
地
方
的
差
異
や
時
代
に
よ
る
變
遽
は
多
少
認
め
ら
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
嚴

重
に
課
せ
ら
れ
た
時
と
、
然
ら
ざ
る
時
と
が
存
し
、
必
ず
し
も

一
樣
で
は
な
か
つ
た
。
況
し
て

「
マ
メ
法
典
」
な
ど

の
嚴
し
き
詳
細
な
規
定

を
う

る
ま
で
に
は
、
相
當

の
長
い
成
立
史
を

も

つ
た
も
の
で
、

こ
の
法
典
で

公
認
さ
れ
て
ゐ
る
四
姓
も
、
云
は
ゴ
バ
ラ
モ
ン
の
見
た
か
く

あ
る

べ
き
理
想

の
瓧
會
を
読

い
た
も
の
で
、

歴
史
上
の
實
際
瓧
會

で

は

そ
れ
に
背
反
す
る
如
き
例
外
が
無
數
に
存

し
た
も

の
と
考

へ
ら
れ

②

る
ゆ

然
し
何
れ
に
し
て
も
印
度
瓧
會
は
か
乂
る
カ
ー
ス
ト
制
度
を
そ
の
基
礎
と
し
て
全
成
員
の
瓧
會
生
活
を
規
定
し

て
ゐ
る
。
而
て
か
乂
る

夫

々
の
カ
ー
ス
ト
は
分
立
し
て
、
各

々
そ
れ
自
體

の
歴
史
、
風
俗
、
習
慣
、
道
徳
、
賞
罰
の
標
準
等
を
も

つ
た
完
全
な
る

一
集
團
を
な
す
べ

註

ω
副
カ
ー
ス
ト

(S
ub
caste)
は
カ
ー
ス
ト
の
中
に
於
て
分
化
せ
る
集
團
で
あ
り
そ
の
鮭
會
的
地
位
は
カ
ー
ス
ト
の
地
位
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

一
度
副
カ
ー
ス
ト
と
し
て
分
化
す
れ
ば
カ
ー
ス
ト
の
も
つ
一
切
の
性
質
を
賦
輿
さ
れ
る
そ
の
成
員
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
カ
ー
ス
ト
よ
り
一
暦
直

接
的
且
現
實
的
な
生
活
圈
と
な
り
成
立
後
は
新
し
き
カ
ー
ス
ト
と
見
做
さ
れ
る
。

②
金
倉
圓
照
著
、
印
度
古
代
精
瀞
夫

・P
四
五
、



き
も

の
で
、
か
Σ
る
カ
ー
ス
ト
の
分
立
性
は

一
般
に
パ

ン
チ

ャ
ヤ
ヅ
ト

(P
a
n
c
h
�
y
9。
什)

と
云
は
れ
る
カ
ー
ス
ト
會
議

の
形
式
を
と
る

一
種

の
自
治
統
治
機
關
の
存
在
に
よ

つ
て
そ

の
機
能
を
發
揮
す
る
。
そ
れ
で
パ

ン
チ

ャ
ヤ
ッ
ト
が
處
理
す
べ
ぎ
事
柄
は
、
例

へ
ば
飮
食
、
交
際
、

婚
姻
、
職
業
等
、
祗
會
生
活
上
に
種

々
の
規
定
を
設
け
、
そ
の
侵
犯
に
は
嚴
重
な
る
罰
則
を
課
す
る
事
で
あ
る
。

㈲

印
度
教
徒
は

一
般
に
食
事
を

一
種
の
宗
教
儀
式
と
考

へ
、
食
事
に
罫
す
る
態
度
は
極
め
て
愼
重
で
あ
り
、
食
物

の
種
類
調
理
の
場
所
、
共

食
者

の
身
分
な
ど
に

一
々
嚴
し
き
制
限
を
な
す
。
食
物
の
種
類
は
勿
論
、
之
を
調
理
す
る
場
所
も
自
家
厨
房
以
外
に
は
特
別
の
場
所
を
選
定

し
、

下
級

力
ー
ス
ト
の
成
員
と
の
接
觸
を
避
け
る
ご
と
く
工
夫
し
、
叉
水
に
野
す
る
觀
念
も
、
上
級

力
ー
ス
ト
成
員

に
お
け
る
程
極
端
で
あ

り
、

そ
の
潔
癖
性
は
下
級
力
ー
ス
ト
人
か
ら
受
け
る
水
は
絶
謝
飮
ま
ず
、
他
國

へ
の
族
行
申
に
も
例

へ
ば
ガ

ン
ジ

ス
河
の
聖
水
を
携
行
す
る

者
さ

へ
協

る
と
云
は
れ
る
程
、
封
鎖
性
が
極
端
化
す
れ
ば
排
他
性
ま
で
高
め
ら
れ
、
時
に
は
後
述
す
る
ご
と
く
、
接
觸
の
み
な
ら
ず
見
る
事

6

さ

へ
庵
禁
忌
す
る
に
い
た
る
。

叉

カ
ー
ス
ト
瓧
會
に
お
け
る
職
業
制
を
考
察
す
れ
ば
職
業

の
自
由
撰
擇
の
可
能
な
瓧
會
で
は
人
々
は
自
己
の
趣
昧
、
能
力
、
性
格
叉
價
値

判
斷

に
よ
り
、
進
路
を
決
定
し
得
る
が
,
こ
の
瓧
會
で
は
職
業
は
概
し
て
世
襲
的
で
あ
り
、
人
々
は
傳
統
的
に

一
定

の
職
業
に
固
定
せ
し
め

ら
れ
、
各
個
人
と
職
業
と
の
關
係
は
出
生
と
共
に
不
可
分
離

の
状
態

に
お
か
れ
、
個
人
的
轉
職
は
勿
論
、
世
代
的
轉
職
さ

へ
も
、
極
め
て
困

難
で
あ
る
。
こ
N
で
は
傳
統

の
霹
重
が
第

一
で
あ
り
、
個
性
は
勿
論
人
格
さ

へ
も
犠
牲
に
し
無
靦
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
古
き
印

註

ra
P
anchiy
at
は
字
義
通
り
五
人
の
團
體
と
云
ふ
意
昧
で
あ
り
實
數
は
そ
の
成
員
に
關
係
な
く
カ
ー
ス
ト
内

一
切
の
共
通
問
題
を
處
理
す
る
會

議
で
あ
リ
パ
シ
チ
ヤ
ヤ
ッ
ト
、の
聲
は
神
の
聲
な
り
と
云
は
れ
、
そ
れ
の
決
定
は
カ
ー
ス
ト
全
成
員
に
封
し
て
絶
封
に
權
威
を
も
っ
て
臨
む

㈲
食
物
の
種
類
に
は
二
種
あ
り
一
つ
は
カ
tih
ッ
tih
ヤ

(K
ach
ch
a)
他
は
パ
ッ
カ

(b
9犀
犀
9)
と
稱
し
、
前
者
は
調
理
の
嚇
合
水
を
混
ず
る
食
物

で
印
度
入
の
主
食
で
あ
り
後
者
は
ギ
7

(G
h
i)
と
名
付
け
ら
れ
る
一
種
の
バ
タ
ー
を
使
用
し
て
作
る
食
物
で
あ
冖る
。
之
は
家
庭
外
の
場
所
で

取
る
場
合
が
な
い
、
前
者
程
種
々
の
制
限
が
多
い
爲
で
あ
る
o

⑤
不
可
觸
賤
民
、
不
可
見
賤
民
と
云
は
れ
る
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

印
度
社
会
の
研
究

コ
九



ノ

三
〇

⑧

度

瓧

會

學

者

で

あ

る
、

ネ

ス

フ

ィ

ル
ボ

(
N
e
>f
ie
l
d

は

カ

ー

ス

ト

は
職

業

の
世

襲

を

契

機

と

し

て

發

逹

し
、

そ

の
故

に
職

業

的

環

境

で

あ

㈲

る

と

し

て

、
そ

の
起

源
を

職

業

読

に

お

い

た

が

プ

τ
グ

レ

(
B
o
u
g
l�
)
等

の
學

者

は

之

を

反

駁

し

て
.

同

一
職

業

人

で
も

夫

々

の
所

屬

力

ー

ス

ト
に

依

り

、

瓧

會

的

地
位

や

身

分

を

異

に
す

る
事

實

を

も

つ
で
、

そ

の
上

下

は
彼

等

の
職

業

上

の
用

、

不

用

、

そ

の
難

易

に

よ

る
よ

り

は

寧

ろ

宗

教

的

淨

、

不
淨

觀

に

よ

る

場

合

が

場

く

、

特

に

極

度

に
世

襲

的

封
鎖

的

な

宗

教

的

職
業

と
手

工
業

的

職

業

は
、

丁
度

コ

ム
ト
(
冫

O
o

m
t
e
)

が
精

神

的

傳

統

が
思

想

と
.實

踐

を

傳

へ
る
唯

一
の
方

法

で

あ

る

瓧

會

に
於

て

は

、

父

に

相

承

は
當

然

避

け

る

事

は

出

來

な

い
と

云

ふ

ご

と

く
、

何

れ

も

精

神

的

直

觀

或

は

ロ
傳

に

よ
り

傅

へ
る

要
素

が
多

く
漸

次

世

襲

化

さ

れ

た

と

し

て

ゐ

る
。

徇

更

に

印
度

瓧

會

の
封
鎖

的

特

色

を

強

化

せ

し

む

る

重
要

な

る

條

件

と

し

て

婚

姻

制

度

が
あ

る
。

印

度

瓧

會

で

は

原

則

と
し

て
、

そ

の
成

員

は
自

己

の
所

屬

す

る

カ

ー

ス

ト
叉

は
副

力

ー

ス

ト
内

に

於

て

、

配

偶

者

を

求

め
ね

ば

な
ら

ぬ
。

帥

ち
外

婚

(
国
×
o
°。
9
ヨ
団
)

を

禁

じ

、

内

婚

(
切
a

o
賢

日
団
)

を

許

し

て

ゐ

る

が
、

こ

N
に

於

て

も

同

一
家

族

内

、

近

親

者

聞

の
血

族

結

婚

は
嚴

重

に
禁

止

し

て

ゐ

る
。

併

し

こ

の
種

の
外

婚

に

は

ゴ

叉

ト

ラ

(
G
o
tr
a
)

と

サ

ピ

ン
ダ

(
ω
巷

冒
審

)

の

二
種

が

あ

ケ

、

前

者

は

ゴ

ー

ト

ラ
外

婚

と

云

は

れ

、

主

と
し

て

バ

ラ

モ

ン

其

他

比
較

的

身

分

の
上

位

に

あ

る

者

の
間

に
行

は

れ

る

も

の

で
、

ゴ

ー

ト

ラ

と

は

同

一
詛

先

を

も

つ
血
縁

的

集

團

で

あ

り

、

こ

玉
で

は

男

子

は
同

一
力

ー

ス

ト
間

の

而
も

別

個

の

ゴ

ー

ト
ラ

の
女

子

と

の
み

通

婚

が
許

さ

れ
、

同

一
ゴ

ー

ト

ラ
内

の
女

子

を

娶

る
事

は
血

族

婚

と

し

て
禁

忌

さ

れ

て

ゐ

る
。

衣

の

サ

ピ

ン
ダ

外

婚

と

は

同

樣

血
縁

婚

を

制

約

し

た
も

の
で

、

父

母

何

れ

の
系

統

に
於

て
も

、
一
定

の
世

代

以
内

の
血

族

、

　

近

親

婚

を

許

さ

な

い
も

の

で

あ

る
。

要

す

る

に

印

度

教

瓧

會

で

は

血

族

婚

を

極
力

禁

止

し

、

而

も

カ

ー

ス

ト
外

の
者

と

の
外

婚

を

も

禁

じ

よ

う

と

し

た

の
で

あ

り

、

換

言

す

れ

ば

カ

ー

ス

ト
内

で

は
内

婚

で

あ

り

、

血
縁

的

に

は
外

婚

で

あ

る

と

云

へ
る
。

し

か

し

か

玉
る
嚴

重

な

る
結

婚
制

度

も

バ

ラ

モ

ン
思

想

の
影

響

の

少

い
地

方

、

或

は
他

民

族

の
侵

入

の
激

し

い
地

域

で

は
餘

程

弛
緩

し

特

　

?

N
es
b
ield
;
B
ie
f
v
ie
w

o
f
th
e
c
a
st
e
sy
st
em

o
f
th
e
N
.-W

.
P
v
ov
in
c
e
s
a
n
d
O
u
d
h
a
llh
a
b
a
d

(
18
5
5
)

d
　
B
o
n
g
l�
,
Vi
ssa
is
s
u
r
le
r
�
g
im
e
d
e
s
c
a
s
tes
,
P
a
ris,
F
e
lin

A
ic
a
n
,
(
1
9
3
5
)

㈲

一
定

世
代
と
は
各
地
方

に
よ
り
異
り
例

へ
ば
、
北
部
印
度

の
上
級
力
i

ス
ト

で
は
父
方

七
等
親
母
方

五
等
親
乃
至
三
等
親
ま

で
と
制
限
す

る
。



に
昇
.位
婚

(
H
y
p
erg
a
m
y
)
が
行
は
れ
、
内
婚
制

へ
の

一
種

の
否
定
や
例
外
を
な
し
た
。

特
に
女
子
を
中
心
と
し
て
、

彼
女
よ
り
地
位

の

低
い
男
子
と
の
結
婚
は
禁
止
さ
れ
、
上
位

力
ー
ス
ト
の
男
子
と
下
位
力
ー
ス
ト
の
女
性
と
の
間
に
出
生
し
た
子
は
順
生

(A
n
u
lam
a
)
と
去

は
れ
、
そ
の
逆
に
逆
生

(P
ratilo
m
a
)
と
稱
し
、
後
者
は
肚
會
的
地
位
を
轉
落
せ
し
め
ら
れ
る
。

マ
・メ
法
典
に
は
ゴ
ー
ト
ラ
の
男

と
ブ
ラ

　

マ
ン
の
女
と
の
間
に
生
れ
た
子
供
は
チ

ャ
ン
ダ
ー
ラ

(C
h
an
d
ala
)
と
呼
び
村
外
に
追
放
さ
れ
、
亡
者
の
衣
服
を
纒

ひ
、
壊
れ
た
皿
に
て
飮

食
し
、
死
刑
執
行
、
無
縁

の
屍
體
處
理
に
從
事
せ
し
め
ら
れ
た
と
記
し
て
ゐ
る
が
何
れ
も

マ
ッ
ク
ス
・
ウ

H
"1
1

(
M
a
x
,
W

eb
er
)
の
理

想
型

(
ld
e
alty
p
u
s)
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

更

に
か
x
る
婚
姻
制
度
と
關
蓮
し
て
印
度
瓧
會

の
幼
少
者
の
早
婚
所
謂
童
婚
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
種

々
考

へ
ら
れ
る
が
第

一
に

外
族
侵
入
に
よ
る
子
女
の
貞
操
の
保
護
の
目
的
が
邃
に
は
上
位
の
身
分
の
婦
女
子
を
居
室
に
閉
ち
こ
め
る
賑
内
生
活

(P
u
r
d
ala
)

を
必
然

化
し
た
。
か

Σ
る
婦
女
子
の
貞
操
保
護
を
極
度
に
讃
美
す
る
印
度
教
徒
の
宗
教
的
慣
習
は
寡
婦
の
再
婚
を
も
禁
止
し
た
。

一
八
五
六
年
寡
婦

再
婚
が
法
的
公
的
に
認
め
ら
れ
た
に
拘
ら
ず
統
計
は
人
口
の
○
、〇
八
パ
ー
セ
ン
ト
ニ
千
五
百
萬
人
が
現
在
寡
婦
で
あ

る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
ご
と
き
些
少

の
例
を
見
て
も
印
度
瓧
會
の
複
雜
性
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
の
何
れ
に
於
て
も
潜
在
的
基
盤
と
な
つ
て
ゐ
る
も

の
は
、
印
度
教
に
裏
づ
け
ら
れ
た
カ
ー
ス
ト
制
度
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
窮
極
の
目
的
は
す
べ
て
の
も
の
Σ
統

一
を
顯
現
す
る
事
で
あ
り
、

叉
同
時
に
各
人
の
性
格
の
差
異
、
入
間
生
活

の
過
程
を
も
考
慮
の
申
に
取
入
れ
、
唯
人
間
生
活
の
維
持
の
爲
に
必
要
な
る
手
段
と
し
た
の
が

カ
ー
ス
ト
制
度
で
あ
り
そ
の
爲
に
却

つ
て
、
各
自

の
位
務
の
邃
行
と
そ
の
能
力
の
發
揮
が
可
能
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
か

エ
る
カ

ー
ス
ト
制
度
は
個
人
主
義
と
全
體
主
義
、
換
言
す
れ
ば
自
由
競
爭
と
協
力
と
の

一
種
の
爰
協
で
あ
り
、
そ
の
調
和
で
あ

つ
だ
。
叉
各
階
級
の

勢
力
を
保
持
す
る
爲
の
古
い
時
代
の
試
み
た
科
學
的
な
瓧
會
政
策
で
も
あ

つ
た
と
云

へ
る
。
か
く
し
て
太
古
か
ら

の
傳
統
は
守
ら
れ
、
瓧
會

的
均
衡
が
保
た
れ
經
濟
的
財
産
は
保
證
さ
れ
、
そ
の
結
果
個
人
と
瓧
會
と
の
幸
幅
と
そ
の
滿
足
が
充
た
さ
れ
、
向
上
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で

註

⑥
三
森
定
男
、
印
度
未
開
民
族

P
四
二
三
i
四
二
四

印
度
社
会
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研
究
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三
]I

あ
る
。
實
に
カ
ー
ス
ト
は
印
度
人
の
邏
命
で
あ
り
、
そ
の
生
命
で
あ
つ
た
。

二
、

カ

ー

ス

ト

の

本

質

次

に
我

々
は
か

乂
る
カ
ー
ス
ト
制
度
と
は

一
體
何
か
、
そ
の
本
質
は
如
何
な
る
も
の
か
の
疑
問
を
い
だ
く
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
更

に
極
端

に
云

へ
ば
印
度

と
は

一
體
如
何
な
る
國
か
と
云
ふ
質
問
に
似
て
ゐ
る
。
ガ

ン
ジ
ー
さ

へ
も

「
カ
τ
ス
ト
制
度
と
は
人
間
本
來
の
も
の
で
印
度

教
は
之
を
科
學
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
勝
手
に
自
ら

の
カ
ー
ス
ト
を
變

へ
る
譯
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
は
遺
傅
の
法
則
に
背
く
。
し
か
し
こ

の
や
う
に
多
數

の
カ
ー
ス
ト
に
區
分
す
る
の
は
教
理
に
悖

つ
た
誤

つ
た
自
由
で
あ
る
。

カ
τ
ス
ト
は
大
初
の
定
め
通
り
四
姓
の
區
分
で
十
分

で
あ
る
。
」
と
云
は
し
め
て
ゐ
る
カ
ー
ス
ト
は
印
度
に
の
み
獨
特
の
現
象
な
の
で
あ
ら
う
か
。
或
學
者
は
カ
ー
ス
ト
制
度
は
古
代
民
族
に
共
逋

な
制
度

と
考

へ
、
封
建
瓧
會
の
身
分
制
度
に
於
て
、
或

は
特
に
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
、
ラ
ナ

ン
時
代
に
於
て
、
叉
エ
ジ
ト
に
於
て
、
之
に
類
似

の

現
象
を
見
出
す
事
が
出
來
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
ギ
リ
シ
ヤ
の
都
市
國
家
に
於
け
る
上
下
貴
賤
の
明
確
な
る
差
別
、
貴
族
、
卒
民
、

奴
隷
間

の
宗
教
的
法
的
政
治
的
不
甼
等
を
、
或
は
エ
プ

ト
で
は

ヘ
ロ
ド
ス
に
よ
る
七

つ
の
部
族

の
區
分
を
も

つ
て
、

一
種
の
カ
ー
ス
ト
制
度

と
見
徹
し
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
き
種

々
の
例

に
見
ら
れ
る
カ
ー
ス
ト
と
云
ふ
言
葉
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
の
人
種
を
意
味
す
る
カ
K
タ
(C
a
sta)

か
ら
轉
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
印
度
語
固
有

の
も

の
で
は
な
い
。
帥
ち
最
初
は
種
族
的
身
分
を
呼
稱
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
で
あ
り
、
之

と
同
樣
の
概
念
を
意
味
す
る
印
度
語
を
求
む
れ
ば
、
ヴ

ァ
ル
ナ

(V
a
rn
a
)
及
び
ジ

ャ
テ
イ

(J
ati)

が
之
に
相
當
す
る
。
ヴ

ァ
ル
ナ
は
元

來
色
を
意
味
す
る
語
で
、
皮
膚
の
色
の
明
る
い
ア
ー
リ
ヤ
人
と
皮
膚
の
色
の
暗
い
原
佳
民
ダ
ー
サ

(D
�
sa
)
と
を
區

別
す
る
標
準
と
し
て
用

ひ
ら
れ
た
。
み
リ

・
グ

・
ウ

ェ
ー
ダ
最
後
期
の
の
作
と
云
は
れ
る
第
十
卷
°h
ル
ヤ
6̀
歌

(P
u
ru
sh
a
su
k
ta
)
の
中
で

「
巨
人
な
る
原
人
プ

ル

シ
ヤ
の
ロ
か
ら
バ
ラ
モ
ン
が
生
じ
、
雙
腕
か
ら
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
が
生
れ
、
兩
眼
か
ら
ヴ

ェ
イ
シ
ヤ
が
生
じ
、
兩
足
か
ら

ス
ー
ド
ラ
が
生
れ
た



と
呼
ぶ
意
味
の
文
句
が
記
さ
れ
、

こ
の
時
代
に
後
世
の
所
謂
印
度
の
四
姓

(V
arn
a
sh
ra
m
a
)
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。

　

次

に
今

一
つ
の
ジ

ャ
ブ
イ
は
ス
ナ
ー
ル
が

「
カ
ー
ス
ト
の
眞

の
名
は
ジ
ャ
ナ
ィ
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
來
人
種
を
表

は
し
た
。
」
と
彼
の
カ
ー

ス
ト
の
人
種
起
源
論
の
根
據

に
こ
の
ジ
ャ
テ
ィ
と
云
ふ
語
を
採
用
し
て
ゐ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
後
世
の
カ
ー
ス
ト

の
概
念
に
相
當
す
る
名

辭
と
考

へ
て
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
更
に
か
乂
る
カ
ー
ス
ト
の
起

源
に
關
し
て
は
既
に
多
く
の
學
者
が
種

々
見
解
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
何
れ

の
學
者
も

リ
グ
。ヴ

ェ
ー
ダ
の
詩
人
逹
は
未
だ
後
世

の
意
味
に
於
け
る
カ
ー
ス
ト
を
知
ら
な
か
つ
た
と
云
ふ
點
で
は
殆

ん
ど

一
致
し
て
ゐ
る
。

ス
ナ
ー
ル
に
依
れ
ば
リ
グ

・
ヴ

ェ
ー
タ
時
代
の
ア
ー
リ
ヤ
人
は

「
先
づ
幾

つ
か
の
部
族

(J
an
a
o
)
に
分
れ
、
そ
れ
が
更

に
血
縁

(<
冨
90
)

の
紐
帯

に
よ
り
結
合
さ
れ
た
氏
族

(<
幽。・)

に
再
分
さ
れ
氏
族
は
叉
家
族
に
區
分
さ
れ
た
。

但
し
氏
族
叉
は
部
族

の
同
意
語
或
は
叉
氏
族
や

部
族

の
細
分
と
考

へ
ら
れ
る
集
團
を
表
は
す
言
語
と
し
て

V
rija
n
a
.
V
r�
y
�゚

<
腔舞
騨

等

の
混
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
當
時
の
瓧

鋤

會
組
織

は
未
だ
安
定
し
て
ゐ
な
か
つ
た
事
が
想
豫
さ
れ
る
」「
と
云
つ
て
ゐ
る
、が
か
N
る
事
實
に
依
れ
ば
當
時
は
未
だ
聖
職
者
、
王
族
、武
士
、

廡
民

の
如
き
世
襲
的
身
分
も
明
確
に
分
化
し
て
居
ら
ず
、
唯
征
服
者
た
る
ア
ー
リ
ヤ
、人
と
彼
征
服
者

の
ダ
ー
サ
と
の
皮
色
の
異
り
か
ら
の
み

す
る
瓧
會
的
階
暦
が
あ

つ
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
然
る
に
ア
ー
リ
ヤ
人
の
諸
部
族
が
パ

ン
ジ

ャ
ブ
地
方
か
ら
ガ

ン
ジ

ス
河
ジ

ュ
ナ
ル
河
と
の

合
流
點

に
侵
入
し
定
住
的
生
活
を
開
始
す
を
に
至
る
と
彼
等
の
の
氏
族
と
氏
族
、部
族
と
部
族
と
の
間
の
單
純
な
る
夲
等
關
係
が
破
ら
れ
て
、

出
生

の
高
貴
と
政
治
的
功
績
を
誇
る
集
團
と
が
合

一
し
て
貴
族
的
地
位
を
占
め
、
支
配
的
勢
力
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な

つ
た
。
更
に
宗
教
教

義
や
儀
禮
が
發
達
す
る
に
つ
れ
て
、
祭
司
の
職
も
複
雜
化
し
特
殊

の
技
能
と
訓
練
と
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
、

專
門
の
祭
司
た
る
バ
ラ

モ
ン
が
擡
頭
し
、
職
務
が
固
定
化
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
發
生
的
に
見
れ
ば
先
づ
征
服
等

の
政
治
的
理
由
に
よ
り
上
下
の
階
暦
が
生
れ
、

叉
血
縁

上
の
關
係
か
ら
瓧
會
的
地
位

の
貴
賤
が
生
じ
、
そ
れ
に
應
じ
て
職
業
が
分
化
し
、
そ
の
職
業
が
種

廊
の
理
由

か
ら
世
襲
化
し
た
も

の

か
後
世

の
カ
ー
ス
ト
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
尨
大
な
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
學

こ
そ
は
、「俗
人
の
施
物
に
よ
り
生
活
し
、
祭

祠
に
專
念
す
る
彼
羅
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三
四

門
司
祭
職
が
自
己
の
行
ふ
供
薦
祭
を
い
や
が
上
に
も
深
刻
化
し
、
生
活
と
不
可
分
離
の
關
係
に
結
合
せ
ん
が
爲
に
倍

々
そ
の
義
理
を
探
求
し

薐

騎

な
祭
祀
忠

の
世
蠡

を
靉

す
る
堡

つ
畆

所
の
記
録
で
あ
り
・
こ
走

初
め
て
後
世
の
カ
ー
ス
乏

相
寧

る
瓧
震

の

事
象
が
出
現
し
た
。

か
く
て
遠
く
リ
グ

・
ヴ

ェ
ダ
の
時
代
に
そ
の
萌
芽
を
見
、
新
ヴ

ェ
ー
ダ
の
時
代
に
明
確
な
る
形
式
を
と
つ
て
、
記
述
さ
れ
た
四
姓
は
こ
の

時
代

か
ら
釜

々
複
雜
化
し
、

瓧
會
暦
の
數
も
多
く
の
分
化
を
來
し
た
。

勿
論
四
姓
を
も

つ
て
根
本
的
區
分
と
し
た
が
、

更
に
混
合
的
身
分

丶

⑬

(san
k
�ra
jati)
や
浮
浪
者
階
級

(A
n
ty
�
v
a
s�
y
in
)
S
發
生
を
見
、
更
に
宗
歡
的
不
淨
觀

が
強
化
さ
れ
、
印
度
獨
特
の
不
可
觸
賤
民
(嚇
-

ria
)

を
も
生
ぜ
し
め
た
。
而
し
て
か
乂
る
複
雜
多
岐
な
制
度
を
確
立
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
自
ら
最
高
暦
を
な
し
司
祭
職
の
紳
聖
化
を
計
り
、

聖
職

の
獨
占
を
企
圖
し
た
バ
ラ
モ
ン
で
あ
つ
た
。
帥
ち
印
度

の
カ
ー
ス
ト
は
印
度
ア
ー
リ
ヤ
文
化
の
生
ん
だ
バ
ラ
モ

ン
的
子
孫
で
あ
つ
た
。

か
く

の
ご
と
き
歴
史
的
起
源
と
意
義
を
有
す
る
カ
ー
ス
ト
と
は

一
體
如
何
な
る
も
の
か
の
問
に
答

へ
る
爲
に
は
、

先
づ
第

一
の
要
素
と
し

て
職
業

の
世
襲
化
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
丶
る
世
襲
的
分
化
に
際
し
て
は
何
等
個
人
的
希
望
や
才
能
は
許
容
さ
れ
ず
、
只
そ
の
血
縁
的
親

子
關
係

の
み
が
考
慮
さ
れ
る
。
血
統
と
職
業
は
緊
く
結
ば
れ
、
子
は
親

の
職
業

の
み
繼
承
し
、
故

に
職
業
は
こ
Σ
で
は
家
族
の
獨
占
的
義
務

で
あ
り
、
子
が
父
の
職
を

つ
ぐ
事
は
子
と
し
て
の
權
利
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
得
的
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
さ

へ
あ
る
。
帥
ち
印
度

の

カ
ー
ス
ト
名
は
殆
ん
ど
そ
の
職
業
名
か
ら
來
て
ゐ
る
。
後
世
比
較
的
自
由
に
そ
の
職
業
を
選
擇
出
來
た
バ
ラ
モ
ン
は
宗
歡
的
不
實
読

(
〉
ゴ
竿

n
e
幽
)

に
よ
つ
て
、
殺
生
を
拌
ふ
農
耕
以
外
の
職
業
を
選
擇
出
來
た
が
裳
業
は
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
た
ゐ
た
。

叉
バ
ラ
モ
ン
以
外
の
カ
ー
ス

ト
で
も
職
業
世
襲
制
は
多
大

の
變
動
を
來
し
た
が
、
そ
の
場
合
に
も
決
し
て
、
個
人
的
で
な
く
集
團
的
に
行
は
れ
た
の
は
そ
の
集
團
か
ら

の

脆
出
者

を
極
度
に
嫌
惡
し
た
に
ょ
る
。
反
樹
に
父
租
の
職
業
を
忠
實
に
株
守
す
る
者
は
祗
會
の
尊
敬
を
う
け
た
。
殊

に
精
神
的
傳
統
を
直
觀

的
に
體
得
す
る
聖
職
者

と
手
工
業
者
の
數
は
老
大
な
も
の
で
、
職
業
の
世
襲
化
を

一
暦
固
定
化
せ
し
め
た
。

註

⑨
金
倉
圓
照
、
上
竭
書

P
五
〇

⑬
最
近
の
印
度
、
覦
察
者
に
よ
る
と
こ
の
外
に
不
可
見
賤
民
と
霧
さ
れ
る
。
更
に
惡
い
ゐ男
分
矚
が
徇
多
數
に
存
在
す
る
と
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。



次

に
重
要
な
る
要
素
と
し
て
上
下
貴
賤
の
別
、
帥
ち

一
種
の
階
級
的
組
織
を
指
摘
出
來
る
。

こ
x
に
於
て
は
我
々
は
權
利

の
不
甼
等
の
分

配
を
想
起
す
る
。
そ
れ
は

一
種
の
身
分
組
織
で
あ
り
、
或
意
味
で
は
印
度
人
に
と
り

カ
ー
ス
ト
は
獨
占
で
あ
り
特
權

で
あ
り
宿
命
で
さ

へ
あ

つ
た
。
實
際
印
度
程
差
別
的
階
級
思
想
の
強
大
な
る
所
は
な
い
と
云

へ
る
。
す
べ
て
の
印
度
訪
問
者
が
語
る
悲
滲
な

る
境
涯

の
あ
の
不
可
觸

賤
民

(P
a
ria
)

は
自
身
の
た
め
の
土
地
を
耕
作
す
る
事
は
許
さ
れ
ず
、
主
人
は
彼
等
を
勝
手
氣
儘
に
處
罰
し
、
し
か
も
彼
等
は
そ
れ
に
鬻

し
て
何
等
の
抗
議
や
賠
償
を
要
求
出
來
な
い
。
彼
等

の
攝
る
食
物
は
粗
末
極
ま
り
、
時
に
は
殘
飯
を
家
畜
'
動
物
と
共
に
奪
ひ
合
ふ
と
さ

へ

云
は
れ
て
ゐ
る
が
、

一
7;
1
1
1
年
總
人
口
の

=
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
、
實
に
約
五
千
萬
の
パ
ー
リ
ア
が
瓧
魯
的
無
能
力
者

の
身
分
暦
に
固
定
せ
し

め
ら
れ
、
公
共
物
宗
教
的
施
設
、
或
は
道
路
、
井
戸
等

の
使
用
禁
止
な
ど
、
實

に
言
語
に
絶
す
る
差
別
待
遇
を
う
け

て
ゐ
る
。
ー

か
く
の
ご
と
き
パ

ー
リ
ァ
に
獨
し
て
全
く
反
對

の
最
上
位
の
地
位
を
享
受
す
る
バ
モ
ン
は
、時
に
は

マ
ッ
ク
ス
ウ
N
"';
--
(M
a
x
W

eb
er)

の
所
謂

カ
リ
ス
h

(k
arism
a
)

的
威
光
を
有
す
る
場
合
が
少
く
な
い
。

か
乂
る
二
者

の
中
間
に
位
す
る
他

の
無
數

の
カ
τ
ス
ト
も
上
下
貴

賤
に
分
化
し
、
各
自
そ
の
地
位
を
堅
く
保
持
し
て
、
容
易
に
他

の
カ
ー
ス
ト
の
容
豫
を
許
さ
な
い
。

か

乂
る
階
層
的
組
織
に
劉
し
て
今

一
つ
の
重
要
な
る
要
素
は
そ
の
排
他
性
に
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
精
神
の
強
力
な
る
瓧
會
で
は
、
そ
の
繕
成

分
子
た
る
各
集
團
は
相
互
に
團
結
せ
ず
し
て
反
撥
し
合
ひ
、
夫
々
自
己
の
集
團
内
に
孤
立
し
、
そ
の
結
果
集
團
間

の
交
渉
、
接
觸
を
極
度
に

抑
壓

す
る
。
成
員
は
そ
の
傳
統
に
よ
り
規
制
さ
れ
た
範
圍
外
か
ら
配
偶
者
を
求
め
ら
れ
ず
時
に
は
他
族
の
調
理
し
た
食
事
を
攝
る
事
さ

へ
禁

止
さ

れ
る
。
か
Σ
る
通
婚
に
於
る
制
限
、
不
淨
接
觸

の
恐
怖
、
血
縁
關
係
を
基
礎
と
す
る
排
他
的
感
情
は
、
瓧
會
を
細
分
し
、
幾
多

の
階
級

に
階
暦
が
生
じ
、
各
部
分
は
分
立
す
る
。

以
上
の
ご
と
き
排
他
的
感
情
、
階
級
的
組
織
、
職
業
の
世
襲
化

の
三
要
素
を
具
備
せ
る
集
團
を

カ
ー
ス
ト
と
呼
び
事
が
出
來
み
。
特
に
印

度

の
カ
ー
ス
ト
逃
度
は
他

の
如
何
な
る
國
に
も
比
し
て
、
何
等

の
障
害
に
も
破
れ
ず
そ
の
本
質
を
發
揮
し
て
來
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

む

註

⑳

℃
舞
㌶

の
か
瓦
る
瓩
會
的
差
別
硯
打
破

の
爲

に
演

理
把
持
蓮
動

(s
a
ty
ag
r
ah
a
)
が
起

さ
れ
、
彼
等

の
鮭
會
的

の
地
位
は
多
少
改
善

せ
ら
れ
た

が
、
現
實

に
お

い
て
は
左
程
効
果
は
な
く
新

に
不
可
見
賤
民
さ

へ
も
田
現

し

一
履
非

慘

の
境
遇

に
苦

し
ん

で
ゐ

る
の
は
前
遽

の
ご
と
く

で
あ

る
。

印
度
社
会

の
研
究

ヨ
五
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三
、

カ
ー
ス
ト
の
瓧
魯
學
的
意
義

以
上
見
た
印
度

の
カ
ー
ス
ト
は
印
度
教
瓧
會
全
體
の
秩
序
を
構
成
す
る
特
殊
の
階
暦
で
あ
り
、
開
放
的
階
級

(
O
p
en
class)
に
劉
し
て

特
に
嚴
重
な
る
封
鎖
的
階
級
或
は
世
襲
的
階
級

(H
e
re
d
ita
ry
)
で
あ
る
と
云
は
れ
、
身
分
層

の
諸
規
定
の
特
に
嚴

重
に
し
て
明
瞭
な
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
時
に
は
身
分
居

の
代
り
に
カ
ー
ス
ト
な
る
語
を
も
つ
て
狹
義
の
階
級
に
野
立
せ
し
め
よ
う
と
す
る
人
も
あ
る
。
從

つ
て
瓧

會
學

に
お
け
る
身
分

(S
tan
d
)
と
カ
ー
ス
ト

(囚
霧
C

の
闇
に
は

根
本
的
差
異
は
な
く
、
從

つ
て

カ
ー
ス
ト
は
瓧
會
學
上
の

一
種
の
身
分

な
る
概
念
に
包
括
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

上
述

の
ご
と
く
、
印
度

の
カ
ー
ス
ト
に
は
全
く
開
放
性
は
存
在
せ
ず
入
は
出
生
と
同
時
に

一
定
の
階
層
中
に
お
か
れ
、
原
則
と
し
て
、

一

生
そ

こ
よ
り
の
脱
出
は
許
さ
れ
ず
、
個
人
的
能
力
や
業
績
も
出
生
、
傳
統
世
襲
等
の
他
力
的

(f�
r
sich
)

條
件

の
前
に
は
何
の
力
も
及
ぼ

さ
ぬ
。

蝋
體
身
分
と
は
夫

々
一
定
の
機
能
を
果
す
べ
ぎ
役
割
及
び
之
に
基
づ
く
特
定

の
行
爲
、
態
度
の
樣
式

の
結
合
せ
る
祗
會
的
地
位
で
あ
る
と

云

へ
る
。
人
々
の
夫

々
の
身
分
に
は
客
觀
的
に

一
定
せ
る
役
割
が
結
合
し
て
お
り
、

一
定
の
身
分
に
あ
る
人
は
自
身
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を

果
す

べ
ぎ
事
を
他
の
す
べ
て
の
集
團

の
成
員
は
要
求
し
期
待
す
る
。
若
し
之
に
結
合
せ
る
役
割
の
果
さ
れ
ぬ
場
合
に
は
、
集
團
生
活
は
混
亂

し
衝
突
し
瓧
會
及
び
そ
の
集
團
は
秩
序
統

一
を
失
ふ
で
あ
ら
う
。
更
に
身
分
的
に

一
定
せ
る
役
割
を
果
す
に
も
優
劣
種

々
の
差
異
が
あ
り
、

夫

々
の
役
割
が
健
全
に
果
さ
れ
る
程
そ
の
集
團
は
固
定
し
、
人

々
が
そ
の
能
力
に
應
じ
て
そ
の
所
を
得
れ
ば
却
つ
て
そ
の
集
團
は
繁
榮

す
る

で
あ
ら
う
。
印
度

に
於
け
る
カ
τ
ス
ト
制
度
は
確
に
印
度
の
獨
立
と
統

一
、
そ
の
繁
榮
を
妨
げ
る
有
力
な
る
障
碍
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

併
し

一
方
印
度
そ
の
も

の
乂
人
種
、
言
語
、
宗
教
等
に
於
る
餘
り
に
多
樣
性
、
複
雜
性
を
統

一
し
て
、
肚
會
の
秩
序

を
保
ち
、
そ
の
文
化
を

維
持
、
傅
承
す
る
に
は
、
餘
り
に
も
巧
な
精
神
的
優
生
學
で
あ
つ
た
と
見
る
立
場
も
考

へ
ら
れ
る
。



ダ
　

　

而

し
て
か
Σ
る
身
分
な
る
概
念

の
重
要
な
る
要
素
と
し
て
第

一
に
世
襲
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
の
地
位
が
世
襲
的
で
あ
り
、
出
世
と
共

に
定
ま
り
そ
の
瓩
會
的
役
割
が
生
涯

一
定
し
て
變
轉
す
る
事
な
き
處
で
は
、
人

々
は
自
己
の
地
位
を
選
擇
す
る
自
由
が
な
い
と
共
.に
、
或
特

定
の
地
位
を
得
ん
と
し
て
他
の
人

々
と
競
爭
す
る
必
要
は
な
い
。
叉
反
籤
に
自
己
の
地
位
を
喪
失
し
て
轉
落
す
る
慎

も
な
い
代
り
に
身
分
的

に
上
昇
す
る
可
能
性
も
な
い
。
故
に
人

々
は
自
己
の
業
績
の
向
上
進
歩
を
企
團
し
新
奇
な
も
の
へ
の
發
明
發
見

へ
の
刺
戰
も
乏
し
く
、
人

々

は
唯
父
租
傳
來
の
樣
式
を
守
り
な
が
ら
同

一
樣
式
を
反
覆
熟
知
す
る
。
そ

の
結
果
人

々
が
そ
れ
に
從
ふ
時
に
は
勞
少
く
し
て
効
大
な
る
故
そ

れ
が
愛
好
さ
れ
、
新
奇
な
る
も
の
は
嫌
惡
、
排
斥
さ
れ
て
舊
き
樣
式
が
却

つ
て
奪
重
さ
れ
、
こ
乂
に
慣
習
及
び
傳
統

(h
ab
it
an
d
tra
d
itio
n
)

が
形
成
さ
れ
る
。
殊
に
印
度
に
於
い
て
は
そ
の
風
土
的
特
殊
性
は
入
間

の
思
考
能
力
を
鈍
摩
し
何
事
に
も
無
批
判
的
に
忍
從
し
受
容
す
る
態

　度
を
養
成
す
る
に
力
が
あ
り
彼
等
は
敢
え
て
、
か
x
る
舊
來
の
傳
統
を
疑
は
ず
父
祀
の
地
位
を

つ
ぎ
そ
の
道
を
遒
守
す
る
に
い
た
つ
た
。
叉

一
方
慣
習
傳
統
遵
守
は
祀
先
の
靈

へ
の
服
從
で
あ
り
、
年
代
の
經
過
と
共
に
靈
的
存
在

の
勢
力
釜

々
強
化
さ
れ
、
死
者
崇
拜
、
租
先
祟
拜

へ

と
人

々
を
推
し
や
り
、
特
に
印
度
に
お
い
て
は
租
先

の
靈
に
封
す
る
供
薦
の
義
務
と
バ
モ
ン
歡
義
に
よ
り
、
人

々
は
そ
の
生
得
的
地
位
に
滿

足
し
、
そ
の
義
務
を
果
す
べ
き
定
む
る
所
の
過
去
生
の
業

(加
く
o,k
arm
a
)
;が
カ
ー
ス
ト
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
地
位
の
上
下
に
封
す
る

一

切
の
不
李
不
滿
を
封
じ
同
時
に
大
多
數
の
印
度
人
を
し
て
現
歌

へ
の
諦
め
と
生
活
向
上

へ
の
意
欲
を
喪
失
せ
し
め
た
。
而
し
て
之
等

の
諸
規

定
は
宗
教
に
よ
り
認
容
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
事
に
よ
り
絶
劉
性
を
帶
び
て
ゐ
た
。
之
等
の
神

の
意
志
に
基
づ
い
た
諸
規
定
に
背
反
す
る
者
は

所
屬

力
ー
ス
ト
員
か
ら
排
撃
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
神
に
よ
る
來
世
,の
救
濟
も
絶
望
と
考

へ
ら
れ
る
。
從
つ
て
、
か
N
る
意
味
で
は
カ
ー
ス
ト

は

一
種

の
宗
教
的
制
度
と
も
云
は
れ
、
他
國
家

に
於
て
全
く
滄
滅
せ
る
に
拘
ら
ず
、
印
度
に
於
て
殘
存
す
る
は
實
に
か
Σ
る
理
由
に
よ
る
。

叉
か
Σ
る
傳
統
慣
習
が
培
は
れ
る
爲
に
は
そ
の
基
盤
と
し
て
瓧
會

の
地
域
的
封
鎖
た
る
室
間
的
條
件
が
要
求
さ
れ

る
。
印
度
瓧
會

は
大
部

分
が
農
業
を
營
み
村
落
生
活
を
な
し
て
ゐ
る
ゆ
農
民
は
そ
の
生
産
樣
式
に
よ
り
定
佳
的
で
あ
り
、
出
生
地
を
離
れ
る
事
も
な
く
、
叉
外
卒
者

註

αo
私
辻
哲
郎
、
風
土
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三
八

に
罸

し
て
は
排
他
性
彊
く
封
鎖
性
が
大
で
あ
る
。
か
N
る
瓧
魯
で
は
人
は
幼
時
か
ら
父
祺
の
業
務
を
習
得
し
之
を
體
得
す
る
。
叉
簿
承
的
業

務
は
そ
の
繼
承
の
爲
、
多
年
之
を
實
習
し
世
襲
化
す
る
。
叉
そ
の
需
用
の
範
域
も

一
定
し
自
給

自
足
的
と
な
り
、
そ

の
生
産
樣
式

は
小
規
模

な
る
農
業
乃
至
手
工
業
的
な
る
も
の
多
く
、
印
度
杜
會
は
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
。

叉
通
常

力
ー
ス
ト
た
る
身
分
祗
會
は
、
瓧
會
關
係
に
於
て
は
勿
論
上
下
關
係
で
あ
り
支
配
、服
從
の
關
係
で
あ
る
。
帥
ち
階
層
的
で
あ
り
、

上
下

の
差
異
甚
だ
し
く
優
劣
の
差
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
假
り
に
上
下
の
優
劣

の
差
僅
少
な
る
場
合
、
上
位
者
が
下
位
者
を
阻
害
す
れ
ば

こ

x
に
反
抗
が
生
じ
更
に
闘
爭
か
或
は
競
爭
の
生
ず
る
可
能
性
は
強
い
。併
し
阻
害
者
に
野
し
て
自
己
の
劣
弱
性
を
張
く
意
識
す
れ
ば
、無
力
感

(O
h
n
e
m
ac
h
tg
cfirh
l)
が
生
じ
反
抗
意
欲
の
遽
行
を
断
念
し
時
に
は
服
從
を
な
し
時
に
は
そ
の
反
感
僭
惡
は
内
に
籠
つ
て
、怨
恨
と
な
り
宗

　

コ

教
的

に
は
諦
觀
と
な
る
。
例

へ
ば
古
代
或
は
封
建
時
代
の
奴
隷

や
抑
壓
民
の
反
亂
は
か
乂
る
無
力
感
が
減
少
し
優
劣

の
差

の
僅
少
を
意
識
せ

る
機

に
勃
發
せ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
か
x
る
上
位
者
に
野
す
る
反
感
僭
悪
が
底
流
と
な
り
上
位
者
の
勢
力

の
減
少

が
下
位
者
に
所
念
さ
れ

　

　

　

ロ

る
と
嫉
妬

の
感
情

と
な
る
が
、
そ
の
強
制
が
理
に
合

へ
ば
之
に
服
從
し
徇

一
居
自
己
の
劣
弱
感
を
深
め
て
羨
望
感
を
お
こ
す
。
時
に
は
上
位

者

に
合

一
し
て
そ
の
優
越

の

一
部

に
配
與
せ
ん
と
し
、
時
に
は
模
倣

せ
ん
と
す
る
。
所
謂
無
批
刹
的
に
受
入
れ
積
極
的
に
悦
服
の
態
度
を
と

る
。

こ
乂
に
帥
ち
權
力
か
ら
權
威

(A
u
to
it�
t,
a
u
th
o
v
ity
)
へ
の
轉
移
が
生
じ
上
位
者
の
行
爲
態
度
を
批
判
す
る
事
な
く
受
容
し
所
謂
無

ね

批
判
的
優
勝
模
做
が
行
は
れ
る
。
權
威
ば
或
意
味
で
は
人
類
瓧
魯
永
久

の
保
護
者
で
あ
り
そ
の
武
器
で
あ
る
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、

丁
度
印

度

力
ー
ス
ト
祗
會
で
は
か
Σ
る
權
威
を
ダ
ル
マ

:
理

(D
ah
rm
a-p
rin
zip
)
を
基
盤
と
し
て
肚
會
秩
序
統

一
の

一
手
段
と
し
た
。
印
ち
自
由

　

　

つ

瓧
會

の
競
爭
原
理
と
は
異
る
ダ

ル
マ
と
云
ふ

一
權
威
に
よ
り
成
員
相
互
の
批
判
檢
當
を
抑
壓
し
生
得
的
な
る
瓧
會
的

地
位

の
忍
容
を
強
制
し

た
。
更
に
よ
り
以
上
優
劣
の
差
印
ち
祗
會
的
距
離
の
擴
大
は
下
位
者
を
し
て
上
位
者
に
鬢
す
る
批
判
分
析
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
上
位
者
に

盲
目
的
に
服
從
せ
し
め
、
上
位
者
は
次
第
に
絶
野
的
勢
力
と
し
て
の
成
.光

(P
restig
e
)

を
も

つ
に
い
た
る
・

一
度

か
玉
る
威
嚴
・
威
光
を

註

働
欝

は
意
志
の
經
濟
と
云
は
れ
、
權
威
者
が
自
己
の
・護

を
強
制
す
る
妻

垂

道
夢

れ
ば
權
威
あ
る
上
級
者
の
處
置
を
信
奉
し
混
亂
分
裂
す

　

る
事
な
く
岸

會

の

一
致
調
和
及
係
持

さ
れ

る
o



獲
得
し
た
る
上
位
者
は
之
の
保
持
に
腐
心
し
、
種

々
の
手
段
を
も

つ
て
、
下
位
者
か
ら

の
遊
離
を
計
る
。
時
に
は
そ

の
言
語
、
服
裝
、佳
居
、

其
他

一
切
の
行
爲
樣
式
を
下
位
者
に
甥
し
て
特
殊
の
も

の
た
ら
し
め
、
自
己
の
優
越
感
を
充
足
す
る
。
印
度
瓧
會

に
於
け
る
最
上
位
力
ー
ス

ト
た
る
バ
ラ
モ
ン
は
そ
の
祗
會
的
地
位
の
誇
示
の
爲
に
、
聖
紐
を
帶
び
て
意
欲
を
充
足
し
特
に
最
下
位
者
た
る
パ

ー
リ
ァ
に
野
し
て
は
、
道

義
上
理
解
し
難
い
種
々
の
制
約
を
課
し
て
ゐ
る
。

か

x
る
特
殊
瓧
會
居
た
る
カ
ー
ス
ト
に
於
て
は
各
人
の
地
位
が
世
襲
的
で
あ
り
、

一
生
涯
は
勿
論
、
世
代

の
轉
移

に
於
て
も
、
他
暦

へ
の

移
行

は
困
難
で
あ
り
、
不
可
能
な
る
故
に
各
暦
聞
に
人
員
の
出
入
、
周
流
な
く
極
度
に
封
鎖
的
で
あ
り
、
殊

に
婚
姻
制
度
も
同

一
力
ー
ス
ト

内
で

の
内
婚
制
を
取
る
事
は
既
述

の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

こ
の
中
、
特

に
身
分
違
ひ
の
結
婚

(lefth
an
d
ed
m
a
rr
ia
g
e
)
を
な
す
者
は
同

一

成
員

か
ら
排
除
さ
れ
、
そ
の
出
生
兒
を
最
下
位
層
に
轉
落
せ
し
め
て
之
を
極
度
に
蔑
覗
す
る
事
實
も
前
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。
叉
カ
ー
ス
ト

は
封
鑽
は
嚴
重
で
身
分
的
區
別
が
血
統
的
に

一
致
し
て
ゐ
る
故
に
そ

の
意
味
で
は
血
統
的
身
分
層

(
G
eb
u
rtsstan
d
)
で
あ
り
、
職
業
制
度

も
亦
上
下
の
別
と

一
致
し
て
ゐ
る
故
に
職
業
的
身
分
暦

(
B
e
ru
fsstan
d
)
で
あ
る
ど
云

へ
る
。
兎
に
角
同

一
身
分
居

の
共
屬

の
意
識
張
く
身

分
を
異
に
す
る
者
の
上
下
の
差
別
意
識
が
明
確
で
極
程
に
強
固
な
る
は
印
度
祗
會
以
外
そ
の
比
を
見
な
い
。
右
の
如

き
カ
τ
ス
ト
沚
會
に
於

て
上
層
民
が
威
光
の
み
な
ら
ず
神
威
さ

へ
有
す
る
事
は
當
然
で
あ
り
從
つ
て
下
暦
民
は
上
暦
民
に
劉
し
て
絶
劉
的
盲

從
を
な
し
て
ゐ
る
。
下

層
民

の
蒙

る
慘
酷
な
る
抑
壓
も
人
力
で
は
如
何
と
も
な
し
難
い
宿
命

で
あ
り
、
時
に
は
攝
理
と
も
考

へ
ら
れ
瓧
會
制
度
に
劉
す
る
批
判
や
改

造
は
何
等
企
圖
せ
ら
れ
る
事
も
な
か
つ
た
。

カ
ー
ス
ト
の
最
も
嚴
重
に
實
施
さ
れ
、
叉
最
も
長
く
存
績
し
て
今
に
到

つ
て
ゐ
る
の
が
實

に
印

度
瓧
會
で
あ
る
。結

論

印
度
は
近
世
に
入
つ
て
か
ら
も
既
に
久
し
く
彼
征
服
國
、
彼
搾
取
國
と
し
て
實
に
悲
滲
な
蓮
命
の
も
と
に
お
か
れ

て
來
た
。
偏
狹
な
階
層

.
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的

力
ー
ス
ト
を
そ
の
ま
N
存
績
せ
し
め
る
事

は
從
來
の
征
服
者
、
搾
取
者
に
と
つ
て
は
却

つ
て
好
都
合
で
あ

つ
た
。
彼
等

に
と
つ
て
は
印
度

全
佳
民
の
統

一
活
動
や
熱
烈
な
る
愛
國
心
の
發
現
は
最
も
忌
む
べ
き
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
常
套
手
段
た
る
分
割
統

治
は
、
實
に
こ
の
統

一
意

識

と
愛
國
心
に
逆
行
す
る
政
策
で
あ
り
、
そ
れ
は
寧

ろ
印
度
在
來
の
カ
ー
ス
ト
制
度
と
調
和
す
る
も

の
で
さ

へ
あ

つ
た
。
現
代
印
度

に
し
て

眞
に
英
國
の
覇
絆
を
脆
し
て
完
全
獨
立
の
榮
譽
を
擔

つ
た
今
日
、何
よ
り
も
統

一
的
活
動
力
に
生
き
熱
烈
な
る
愛
國

心
に
燃
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ

の
場
合
少
く
と
も
從
來
の
意
味
に
於
け
る
カ
ー
ス
ト
制
度
が
印
度

の
覺
醒
的
統

一
に
と
つ
て

一
つ
の
重
大
な
る
障
壁
た
る
は
論
を
ま
た
な

い
。

時
代
は
印
度
に
於
て
も
か
N
る
偏
狹
な
る
カ
ー
ス
ト
制
度
を
急
速
に
崩
壌
せ
し
め
つ
N
あ
る
。
し
か
し
假
り

に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
名
實

と
も

に
完
全
に
浩
滅
し
た
と
し
て
も
印
度

の
如
き
多
民
族
、
多
宗
歡
、
多
言
語
の
異
質
的
雜
多
性
と
極
度

の
貧
困

に
惱
む
國
家
が
如
何
に
し

て
、
統

一
化
せ
ら
れ
、
眞
に
張
固
な
る
近
代
國
家
と
な
り
う
る
か
、
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
新
生
國
家
と
し
て

の
印
度
の
指
導
者
に
負
は

さ
れ

た
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
逹
成
は
世
界
亭
和
入
の
念
願
で
さ

へ
あ
る
。


